
10歳11ヶ月

治療開始時

13歳3ヶ月

装置除去時（保定開始）

6歳11ヶ月

初診時

子どもの矯正　叢生歯列弓
永久歯萌出期(6歳時)の来院時には治療を開始せず観察を行い、
永久歯完成後に治療を開始した症例

■症状
患者さん　6歳11ヶ月　男の子

所見　　　下の前歯（永久歯）が萌出中でありガタガタになっている。
　　　　　上の前歯（永久歯）が2本生えているが、すきまがあいている。
　　　　　上下の歯の咬み合わせは悪くない。
　　　　　口元も出っ張ったりはしていない。

主訴　　　下前歯がガタガタと上前歯正中離開

■治療期間
観察期間　4年　　　  （装置はつけずに、年一回ほど来院）
治療期間　2年2ヶ月　（装置を入れて歯を動かした期間）

治療について
■初診来院時(観察開始時 ・装置は入れません) 6歳11ヶ月

今の段階ではいかなる方法を用いても永久歯列完成時(12歳頃)における本格的矯正治療は避けることが
できないと判断しました。
よって矯正装置は何も入れずに永久歯に生えかわってしまうまで年一回程度の定期観察のみ行っています。
矯正治療のゴールは永久歯列において歯並び、咬み合わせ、および口元(鼻の下からアゴにかけての軟組織)
がよいかたちになっていることです。
大切なのはこのゴールまでに行くのに無駄なことはしないということです。
例えば、今症例初診時のように下の前歯が4本生えはじめてガタガタになってきた時に例えば、今症例初診時のように下の前歯が4本生えはじめてガタガタになってきた時に
「床矯正(しょうきょうせい)」と称して「床装置」を用いて歯列を広げることが流行していますが、
この患者さんには全く適しません。
無理にこのような「床矯正」を行ったとすると、咬合が不安定になり口元も出っ張って
口がよく閉じられなくなるばかりか、長期間「床装置」を使用したあげくに永久歯を抜歯しての
本格的治療をせざるを得なくなってしまいます。
小さい子どもの矯正治療を行うには長期先の成長予測をすることが欠かせません。
ですので、矯正歯科選びは小さい子どもにおいてもとても大切だと思います。ですので、矯正歯科選びは小さい子どもにおいてもとても大切だと思います。
永久歯列がきれいにならんできちんと咬むまでの予測・治療計画を説明してもらえるのが矯正歯科選びの
ポイントといえます。

これらの様な装置には注意が必要です。ごく限られた症例にしか適さないものを「早く矯正治療を始めたら

安価で簡単に治療できます。」と言って将来の予測もせずに安易に使用されている例が非常に増えています。

■治療内容
無駄な治療をしないために、6歳の来院時から永久歯列完成の10歳11ヶ月までは何も行いませんでした。
永久歯列完成後、上下左右の4番目の抜歯をし、エッジワイズ装置を用いてガタガタを取り除き、
歯並びと咬み合わせの改善をまとめて行いました。

■治療開始時

第一大臼歯までのすべての永久歯が生えましたので、ここから治療開始しています。

■装置装着1ヶ月後

上下左右の4番目を抜歯して、目立たない審美ブラケットを装着して治療を開始しました。
細いワイヤーを通し、まず歯の傾きやガタガタを取っていきます。

■25ヶ月後

スペースも閉じてしまい、咬み合わせをしっかりつくるために微調整をしています。
歯の位置等をよくみて、ワイヤーに曲げを加えています。
下前歯の長期の安定性のために下の前歯の隣接面のスライシングを行ってもよいかもしれません。

■治療後

ガタガタは改善され理想的な歯並びと咬み合わせに仕上がっています。
口元も出っ張りすぎることはなく調和がとれています。
治療期間は2年2ヶ月でした。

■治療後13ケ月

歯並びと咬合は安定しています。


